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結核症ノ形態學的攣化ハ極メ＼テ複雑多岐二亘ル

ガ、其ノ根本形式ハ壇殖型及 ピ滲出型二大別 セラ
く

レルコ トハ周知ノ事實デアルo然 シ之等各病型ノ'

襲生機韓二關 シテハ異論多ク、意見ノー致ヲ見ナ

イ鮎ヵ沙 ナクナイガ、現在ノ見解二依 レバ、滲萬

性病攣 ノ磯生、ニハ組織ノAilergie性 反慮ガ最モ

重要ナル役割テ演ズルモノデ、結核菌 ノ毒力、量

的及 ビ侵襲部位 ノ關係ハニ次的要素 ヲナスモノ ト

!信ゼラレテ居ル◎事實、實験的研究二於 イテ結核

感作動物a再 感染7行 フ時ハ、殊二肋膜腔二於 テ

ハ滲出性炎症ノ惹起 セラレル コトハ、既二Krau

seu・WillisンPaterson梅 本、吉川、 金倉ノ諸先

人二依ツテ謹明 セラレタ所デアル。先年余ハ實験

的二結核菌及 ピ血清ラ・抗原 トシテAllergie性 肋

膜炎 ヲ惹起 セシメ、其/組 織學的憂化テ比較槍討

シテ爾者間二共通瓢 テ認 メ、結核性肋膜炎ノAlle

rgie套 生設二封 シテ組織學的根擦 テ與ヘタノデア

ル。從來増殖型帥チ結蔀形成ハ結核菌ノ直接的、

一次的毒作用二依ルモノ1・解 セラレ、近年Ande

rsonSabin氏 一派ハ菌髄 ヲ構成スル特殊成分(P

hthionM2)ノ 作用ナ 乳ト強調 シテ居ル。余ハ其ノ

後ノ實験的研究二於イテ、家兎 ノ血行性結核初感

染二際 シテ特工肺臓 二濫性的経過 ヲ ト乃結節テ認

メル晶拘 ラズ、血行性再感染 二依 ツテハ結節形成

ハ著 シク促進 セラレ、又量的ニモ封照 ヲ遙カニ凌

駕スル コトヲ認メタ。叉結核感染動物 テTuberk

Flin3ζハ菌彊抗原ノ長期聞蓮綾注射二依 ッテ充分

脱感作 シテ後、血行性結核再感染ヲ行 フ陸 ノ・・

前者 ノ軍純再感染例二比較 シテ結節形成ハ邊延 シ

耳量的二少ナ久 又結節自髄 ノ構造モ非定型ノモ
ノガ多 イ事實ヲ確 メタ。余ハ コノ結果 ヨリ齢納 シ

テ結節形成ノ早期多量叢現ハモ トヨリ・結節構造

ゆ

自髄ニモAIIergieガ 重要ナ役割ヲ演ズルコドヲ

豫想 シタ。.

コレガ設明ニハ結核菌 卜云 フ特殊物質以外 ノ非

特異的抗原二依ルAllergie性 反慮 ヨリ検討 スル 1

ノガ最モ合理的デアル 曙 ヘラレル・然 シ從鷺

血清Allergieノ 概念 ヨリノ・コノ病攣 ノ解明ハ不

可能デアル。何故ナ レバ血清感作家兎ノ静脈内二

同血清 ヲ再注射 スル トキハ、肺血管ノ輕度ノ水腫

様轟粗及 ビ血管周園二圓形細胞ノ浸潤 テ認メルニ

過ギナイカラデアR。 斯クノ如ク血清AIIergie

卜菌Allergieノ 間二根本的差異 ヲ生ズルノハ如

何ナル理由二因ルカヲ考ヘテ見ルニ、第L二 抗原

ヲ構成スル物質ノ化學的性歌 ノ差異、第ニハ抗原

ノ有形性ガ問題ニナル♪考ヘタ。即ヂ前者ハ溶液

デアリ、後者ハ固形 デー定 ノ形態ヲ有 スル顯デア

ル。余バー・慮抗原ノ特殊成分ノ問題ハサテオ キ、先

ヅ抗原ノ有形性二著 目シタノブアル。㌧ ノ見解二

基ヅ イテ血清 ノ固形化ヲ考 案 シ、低温乃至加温乾

燥二依 ツテ血清ヲ固形化セシメテ乳鉢ニテ可及微

細粉末 トナ シ、此 ノ固形化血清i抗原ノ生理的食盤

水浮遊液ヲ血清感作動物二再注射セル所、余ノ豫

想 ニー致 シテ結核結節二酷似 セルー種ノ結節乃至
ぜ

肉芽腫 漆惹起セシノ ル コトガ出來タノデアル。余

ハ此ノ實験 ヨリ同一抗原デモ其ノ固形性及 ビ溶解

性ノ難易ハ組織AIIergieノ 形態學的攣化二重大1

ナル影響ヲ及 ボシ、滲性炎及ビ増殖性炎 テ規定 ス

ル事實ヲ知 リ得タノデアル。 コノ事實ハ結核性病

攣 ノ滲禺型及 ビ檜殖型 ノ襲生機轄ノ解明ニモ重要

ナル示唆ヲ與ヘル ト信ゼラレルモノデ、今其ノ研

究成績ヲ報告 シ大方ノ御批判ヲ仰ガンレスルモノ

デアル。

實験方法及ビ材料
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實験動物か腿重2kg内 外ノ成熟家兎ヲ使用シ

血清ハ脈血清テ使用 シタ。感作ニハ脹血清5ecm

宛3～4日 ノ聞隔 ヲオ イテ3同 皮下注射二依 リ、最

後ノ注射 ヨリ約3週 聞後Arthus氏 反慮ノ陽性韓

牝ヲ待ツテ鋒庭置ヲ行 ツタ。肇塵置昌使用 セノレ固

形化脈血清ノ作製 ニハ、薪鮮ナ脈血液 ヨリ静置法

二依 ツテ分離 シタ血清テ低温乾溜、或ハ60。C艀
ぴ

卵器ニテ乾燥固形佑セシメ、之 レヲ滅菌乳鉢ニテ

充分微細粉末 トナ シ、此 ノー定量 ヲ生 理 的食 盤

水 デ浮遊液 トナ シテ使用 セルモノデアル。其ノ

濃度及 ビ量的關係ハ 夫 々 ノ條下二於イテ詳述ス

ノヒ。

實験成績

1・ 加温乾燥血清使用實験例

A。 静脈内注射例 一

本群ハ豚血清感作乃至非感作家栗(封照)ノ 耳静

脹内二乾燥血清粉末5%浮 遊液1・5cemヲ 注射 セ

ルモノデアル。.嶺 一 。.鍵

a.本 實験例(再 虞置例)

1)Nr.1.再 注射後24時 聞 目所見:鏡 検的二肺

實質内二散在性 二多敏 ノ結鱗形成 テ認 メ得ルガ、
む

之等 ハ小血管テ中心 トシテ形成 セラレ、大キサハ

粟粒大 ヲ超エルモノナク、形態ハ概ネ圓形 デアル

ガー部不定形デ間質ノ肥厚二止 マルモノモ見受ク

ラレル。結節ノ構造 テ見ルニ中心部 ノ血管腔内昌

Eosin二 淡赤染 シタ血清 ノ小塊ヲ認メ之 レヲ國縫

スノレ内被細胞 ノ腫大壇殖硯 ラレー・部融合性E態
ノ

細胞ヲ形成 シ叉附近ユ愛性崩解 セル少量 ノ白血球

ガ認メラレルo血 管周園二於クル細胞反磨ハ可成

リ著明デアツテ、主 トシテ類淋巴球 ヨリヂ リ、コノ

中二紡錘形乃至擶圓形 ノ淡明核ラ有 スル細胞ガ鮎

綴 シ時二少量ノ白血球ガ見 ラレル。比較的大ナル

血管二於イテハ此ノ血管外膜二於クル増殖細胞ハ

血管壁 ト明瞭二匝別 セラレルガ、毛細血管デハ全

ク不明瞭 デアル。彊力繊維ハ細胞檜殖ノ著明ナ部

位 デハ微細線歌 二疎開断裂 シ且勲線歌 テナ シテ居

ルガPt般Ptハ 正常 デアノYe

嗜銀性繊維 ノ壇殖ハ全ク詮明セラレナイ。

2)Nr.2.再 注射後3周 目所見:散 在性 二多数ノ

結節形成 テ認メ、数量的 ニハ増加 ノ傾向ハ殆 ンド

見ラレナ・イガ、個 々ノ結節ノ大キサハ1～2倍 二達

スル。結節ノ形態ハ圓形乃至不定型 デ、周園二封

スル境界ハ明瞭、所謂焦勲周園性炎症ハ詮明セラ

レナイ』血清粉末ハ、腫大淡染ゼル内被細胞二依ヅ

テ、環歌二包園セラレ、其ノ周園二於イテハ更£

軍核細胞ガ結節歌二増殖 シテ居ル。該 細 胞 ノ核

・ハ、圓形乃至紡錘形デ濃染 シ原形質二乏シク各細

胞ハ、網歌ジナシテ蓮結 シ、此 ノ中二微量 ノ白血

球ガ設明セラレル。結節中心部ノ」血清粉末ノ溶解

二傾 クルモノニ於イテハ内被細胞ハ血清顯粒中二

深 ク侵入 シ、細胞自鐙 ハ退行攣性二陥 リ、且又附

近二白血球 ノ破砕核 テ認 メル。血管壁ハ水腫檬権
'粗
二陥 リ、1血管外膜細胞ハ腫大淡染 シ且多数 ノ類

淋巴球 ヲ認メル。揮力繊維ン・血管壁ノ損傷 ノ程度

二懸ジテ断裂浩失ξ、周園ノ嗜銀性繊維 ノ配列ハ

胤 レテ居ルガ掛殖ハ認メラレナイ。

3)Nr・3.再 注射後5日 目所見:結 節数ハ寧ロ減

少ノ傾向ヲ示スガ・個々ノ結節ノ大キサハ却 ツテ

増大 シ、一部二聞質ノ禰蔓性肥厚テ詮明スル。結

節 ノ中核ヲナス血清粉末ハ殆 ン ド溶解 シ、融合性,

耳態細胞中二微 カニ設明セラレルニ過 ギナイ。其

ノ細胞學的構造 ヨリ見ルニ、專 ラFibrO・・histi。zy

t蕊reZellei}ヨ リナ リ、大型ノモノハ核ハ糖圓形、

梢 々染色質三乏 シク、核膜ハ明瞭且原形質二富 ミ

其ノ境界ハ不明瞭デ結核結節 ノ類上皮細胞二酷似

シテ居ル。然 シ小型ノモノハ染色質二富 ミ、原形

質昌乏 シク梢々嗜盤基性 デ所謂類琳巴球 ノ形態 テ

.トル。之等細胞ハ結核結節ノ如キ規期正 シイ配列

ヲ示 シ前者ハ中心部二後者ハ周邊帯二多 イ傾向ガ

アリ・叉爾者間二種々ノ移行型ガ見 フレノレ。其ノ

他、白血球及ビ淋巴球モ詮明セラレルガ、比較的

微量 デアル。結節中ノ聾力繊維ハ、部分的断裂テ

示 シ、結節周邊部 二嗜銀性繊維モ設明 セラ レルガ、

在來 ノ肺胞間質ノ遺淺 セルモノ ト思惟 セラレル。

大血管ノー・部 ノ内被細胞ハ限局性二腫大淡染 シ少

量 ノ白血球 ノ浸潤ガ見ラレル◎.

4)Nr.4.再 注射後7日 目所見:結 節ハ其 ノ数 テ

減 ジ・又縮少シテ大孚ハ境界不明瞭 デ、輩 二間質

ノ肥厚二止マルモノモ見受クラレル。大ナル結節

ノ中心部ノ類上皮様細胞ノ核ハ濃縮性、原形質ハ

遽行難 二依ツテ室泡1伏1監粗 トナ リ、周園ノ類淋
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巴球モ亦「ビクノーゼ」ゴ焔ツテ、形態ハ不規則 デ

アルガ、最周邊部 ノ淋巴球 ノ浸潤ハ却ツテ」曾強シギ

結締織細胞ガ混入 シテ居 ル。小結節二於テハ軍二

小血管ヲ中心 トシテ淋巴球 ノ結節欺浸潤 ラ認 メル

ノ ミデ、ノ何 レモ中心部ノ血清粉末ハ全 ク溝失シテ

居ル。 、

間質肥厚部位三於テハ類淋巴球及 ビ結締織細胞

ガ禰蔓性 二増殖 シテ居ル。各結節二於 イテハ弾力

繊維ノ輕度ノ断裂清失ハ見ラレルガ、嗜銀性繊維

ノ増殖ハ謎明セラレナイ。1

5)Nr・5・ 再注射後10日 目所見:結 節ハ殆 ンド縮

1少浩失シ、仔細二検査 シナケ レバ詮明シ難 イ
。血

管ヲ申心 トセル圓形細胞ノ浸潤及 ピ結締織細胞ノ

増殖 二依ツテ間質ハ隈局性晶肥厚 シ、血管内被細

胞ハ腫大淡染 シ、其ノ核ハ不正形デ被染性モ亦不

良 デアル。或ハ輩三血管周園二圓形細胞ノ浸潤ガ

見 ラレルニ過 ギナイ。

b)樹 照實験例

本群ハ非感作家兎ノ耳静脈内二5%血 清粉末浮

遊液1.5c碗mヲ 注射 セルモノデアル。
ミ

ユ)K1・ 初注射後24時 聞目所見:鏡 検スノレニ栓塞

セル血清粉末ヲ巾心 トシテ輕度ノ細胞反磨 テ認メ

ルガ、上記本實験例二比較 シテ 極 メテ輕度 デア

ル。血清粉末二接鰯 スル血管内被細胞ハ腫大淡染

シ、且微量 ノ白血球ノ集籏ヲ認 メル。血誉壁ハ稻

々鑑粗 トナ リ、外膜周團ニハ圓形細胞及 ビ白血球

ノ浸潤ガ見 ラレル。他ノ部位二於イテハ血清粉末

ノ栓塞ガ見 ラレルガ反慮性細胞浸潤ガ全然見ラレ

ナイo、

2) .K2.初 注射後2日 目折見:病 攣ハ極メテ輕度

デ、血管腔ヲ栓塞 セル血清粉末ハ溶解シテ卒等二

淡赤染 シー部分微細顯粒歌ヲ呈 シテ居ル。」婚 内

皮細胞ハ腫大淡染、内腔二向ツテ隆起シ附近二白

血球及 ピ翠核犬細胞テ認メル。1血管周園ニハ少量

ノ類淋巴球岐浸潤ヲ謹明スル。

3)K3.初 注射後5日 目所見;微 細ナ結節形成ガ

見 ラリレガ、前記本實験例 ヨリ遙カニ小デ且少量

デアル。結節ノ核心ヲナス血清粉末ハ殆 ンド溶解

シ、血管内被細胞ハ僅カニ腫大淡染隆起 シテ居ル 、

ガ、血管周園ノ類淋巴球ノ増殖ハ梢 々著 明 デ7

ル、毛細血管ヲ中心 掩 ル纏 鰍 細胞壌殖テ認メ

ル部位 デハ、1血管俊ハ不明瞭デ、少数ノ腫大淡染

セル組織球性一結締織細胞 ト多量ノ類淋巴球 トハ

雑然 ト混在 シテ居ル。"

4)Kl・.初 注射後7日 目所見:血 管腔、栓塞セ1レ

血清粉末ハ既二浩失 シ、血管内被細胞ハ紡錘形二

隆起 シ、細胞核ハ梢 々濃染 シ血管周國二少量ノ圓
1形細胞

ノ浸潤ガ見 ラレル。

5)K5.初 注射後10日 目所見=肺 血管 ノ輕度リ欝

血及ピ血管壁ノ水腫様纈粗 ヲ認メルガ、細胞浸潤

ハ全ク詮明シ難 イ◎

B肋 腔内注射實験例

a.本 實験例:本 群ハ豚血清感作家兎ノ肋腔内

二5%血 清粉末浮遊液3CCmラ 再 注射セル.Eノ デ

アルO醗

1)Nr.&再 注射後2日 目所見:肉 眼的二肋膜表

面二散在性二粟粒大 ヨリ米粒大二達スル多数ノ次
も

白色ノ結節形成テ認メルガ、肋腔内二滲1f腋 ノ潴

溜ハ認メラレナイ◎鏡槍 スルニ肉眼的所見ニー致
み

シテ肋膜面晶隆起 セル結節テ認 歯、共ノ組織像テ

見ルニ、中心部三微細乃至粗大塊歌血清粉末ノ沈
ぢ

着ヲ認メ、之 レニ接 シテ白血球及ビ微 量ノ繊維素

ノ析出ガ見 ラレル、更二其 ノ周園ニハ腫大淡染セ

ル肋膜被覆細胞及tfFibro-histioz"rttireZellettノ

糞曾殖 ガ見 ラレル◎

2)N・9・5日 目所見:肋 膜表面 二散在性二多歎

ノ結節ヲ認メルガ後脊部ノ肺肋膜ハ梢禰蔓性工肥

厚シテ居ル。鏡検 スルニ定型的結節ノ中心部ニハ

大小種々ノ願粒朕乃至塊歌ヲナセル血清粉末ノ沈

着 テ認 メ・之 レヲ園ンデ圓形乃至縮圓形 ノ淡明核

ヲ有 シ、且原形質二富メル類上皮細胞様細胞 ノ壇

殖ガ見 ラレル◎之等ハ数偶融合 シテ距態細胞ラ形

成 シ、其ノ形態ハ可成 リ不定 デ、血清粉末ヲ環歌

二團続玖 或ム爾端乃至一隅 二密集 シテ居ルガ異

物距態細胞 卜看倣スベキデアル。更 二此 ノ周園ハ

類淋巴球・淋巴球及 ビ結締織細胞 ヨリナル厚イ細

胞暦二依 ツテ包園セラレテ居 ル。或ル結節二於 イ

テハ、血清粉末ハ溶解 シ、同時二浸潤細胞ハ、攣

性崩解 シ所謂Allergie性 壊死二陥 リ、結核結節

ノ乾酪愛性ラ髪彿セシメル。嗜銀性繊維へ 結節

周團ノ結締織間二増殖 シ、網状テナ シテ居ルガ、

結節ヲ鰍 スノ咬 明槻 麿2於 イテへ 未ダ翻

ny-一一3-一_



セ ラ レナ イ。非定型的結節二於テハ麿輪形成ハ 噂

不明瞭デ、諸細胞ハ雑然 ト配列 シテ居ル。又禰蔓

性肥厚 テ示 セル部二於 イテハ、表面暦昌Eosin

㍉赤染 セルFibrineid物 質ノ沈着テ認メ、水腫

様膨化ヲ示 セル結締織繊維間二浸潤 シテ居 ル。細

胞浸潤ハ肋膜面二沼 ウテ帯妖二現ハ レ、主 トシテ

類淋巴球、少量ノ白」血球 ヨリナ リコノ中二腫大淡
む

染 セルFibro-histiOZyt蕊reZellen及 ビ亘態細胞テ

認イ、部位 二依 リ毛細血管ノ新生ガ著明デアル。

3)Nr・10.8日 目所見=肉 瞑的二肋膜表面 ノ大

孚ハ次白色ノ繊維素様物質二依 ツテ被覆 セラレ、

肋膜肥厚ヲ認 鴻ザル上葉部晶於イテ散在性 二次白

色ノ斑鮎状結節形成テ認 メル。饒検スノレニ肋膜病

攣ハ鞘 々複雑 デ、一般 二肋膜表面ハ網炊ヲナセル

繊維素様膜 ニテ被覆 セラレ、中二多量ノ白血球及

ピ輩核大細胞 ノ浸潤 ヲ認メル、一方織維芽細胞ハ

肋膜下組織 ヨリ侵入 シ器化現象 ノ初徴 ヲ肯定 セシ

メル。血清粉末ノ溶解 セル部位 二於 テハ浸潤細胞

量・・多ク且難 崩解 シテ乾酪塗性 ト融 シテ居

ル。加之、散在性轟見 ラレル多籔ノ結節ハ此ノ中
」
晶埋没 シデ居ルガ、周園組織 トハ明確二識別セラ

ジル。其 ノ構造 ヲ見ルニ血清粉末 テ園ンデ類上皮

細胞昌酷似 セル淡明細胞ヲ認メ、且又コノ中二多

数 ノ不定型 ヲナセル距態細胞ノ形成ガ見 レル。該

細胞 ノ核パ数個 ヨリナ リ、而モ塊状二蠣集 シテ居

ル モノモ稀 デハナイ。又結節 テ構成スソレ細胞ノ配

列ハ髭粗 デ、原形質ハ室泡歌デアル。又肋膜表面

二孤立 セル結節モ殆 ンド同様ノ構造ヲ示 シテ居ル

ガ最周邊暦 ニハ類淋巴球 テ認メルコ トガ多イ。,結

節及ビ滲出性病攣 ノ磯生ハ時期酌差異ず豫想 セラ

レルモノデ、前者ハ血清粉末二依ツテ早期二形成

セラレ、後 者ハ溶解血清二依 ツテ後期二比較的念

激 昌惹起セラレタモノ ト思惟 セラレル。

b封 照實験例

本群ハ非感作家兎ノ肋腔内二5%血 清粉末浮遊

液3cc鵬 ヲ注入セルモノデアル。

1)K6・2日 目所見:肉 眼的二肋膜表面f・全ク弔

滑 デ結節形成ハ認 メ得ナイ、注入 セラレタ血清粉

末ハ溶解 シテ肋膜腔ノー繍隅 笛微量謹明セラレル。

鏡瞼スルニ肋膜被覆細胞ハ腫大淡染、表面 二・向ソ

テ隆起 シ、一部剥離厭態ニアリ、結締織ハ輕度ノ

ゆ

水腫様膨化ヲ示 シ淡青染 シテ居ノレガ細胞浸潤ハ認

ソ 難i㌔

2)K7.5日 唱所見:肉 眼的二肋膜表面ハ輕度二

濯濁 シ微量ノ繊維素様物質ノ沈着テ認メルガ、滲

出液ノ潴溜ハ認メ難イ。鏡桧的 二肋膜下結締織ノい

水腫様鑑粗テ示 シ、且嗜燈基性デ肺實質 トハ明瞭

ご識別セラレル◎肋膜上皮細胞ハ腫下淡染、・石垣

歌ユ併立 シ、附近二少量ノ白血球及 ビ軍核圓形細

胞ヲ混ゼル血清ノ沈着ガ見 ラレル。

β)K8・8日 漸 見 鐡 孕 鋤 膜麺 ノ'瀬
性二肥厚 シ、肋膜上皮ハ壇殖 シ、肋膜下結締織細

胞ハ腫夫淡染 シ、附近二白血球双}ミ輩核圓形細胞

ノ浸潤ガ見ラレ、又少量ノ毛細i血管ノ新生が認メ

得ルガ、結節形成ハ全ク詮明 セラレナイ。l

C.腹 腔内注射實験例

本群ハ血清感作及 ビ非感作家兎ノ腹腔内二5%

血清粉末浮遊液テ3cem再 注入ゼルモノデアル◎

a)本 實験例(nr.1L5日 目所見):肉 腿的a

肝、腎、腸、大網膜、脾及 ビ腹壁ノ漿液膜面二散

在性二多数 ノ次白色ノ結節形成ヲ認メ、該結節ハ

大小不同、表面二向 ツテ隆起 シ劇離ハ困難 デアル

其ノ組織像ハ何 レモ同様デ、今定型的結節構造テ

示 ス肝葉聞二於クノレモノニ就イテ記載スル。結節

ノ中核 ヲサ ス血清粉末ハ大小不同ノ小塊ヲナシー・

部分ハ溶解 セ、浸潤細胞ハ攣性崩解且織維素檬物 秦

質 ヲ混 ジテFibrinoid壊 死二陥 リ、之 レヲ・中心 冷

シテ周園昌亘態綿胞ヲ有 スル淡 明細 胞 暦ヲ認メ

ル。該細胞 ハ圓形乃至楕圓ノ淡染核ヲ有 シ、比較

的原形質ニ トンデ居ルガ髭粗 昌配列 シ、 コノ聞隙

二少量ノ網歌織維素ヲ認メル。 コノ細胞眉晶ハ血

清粉末テ園ンデ多数ノ亙態細胞ノ形成 ガ見 ラレル

ガ、核 ノ配列ノ・槻 則デ時 二 塊 歌二虫胃集 シテ居

ル。更二此ノ周園晶ハ、淋巴球及ピ頚淋巴球 ヨリ

ナル緻密ナル図形細胞暦ガ見 ラレル。其ノ他ノ小

結節二於テハ、專 ラ淡明大細胞 ヨリナ リ、恰モ類

、上皮細胞結節二酷似 シテ居ル。格子歌織維染色法

二依 ツテハ未ダ嗜銀性織維 ノ形成ハ設明セラレナ

イガ・結核結節二極メテ酷似スルモノデナル。

b封 照實験例(K9・5日 目所見):肉 眼的及 ビ鏡

検的二結節形成 ハ全ク詮明 シ難 ク、諸臓器ノ被覆

漿液膜細胞ハ腫大淡染 シ・其ノ表面二微量 ノ織維

御 騨一4一 瞠一 ・



紫及ピ白血球 ヨリナ レル滲出物 ノ沈 着 ガ見 ラレ

ノLo

D・ 關節腔内注射例

本群 ハ血清感作乃至非感作家兎ノ關節腔二5%

血清粉末浮遊液1ccmテ 注射 セルモノデアル。

Si本實験例(Nr.12.5日 目所見);關 節壁殊

二絨毛組織ハ高廉二肥厚 シコノ中二血清粉末ラ中

心 トシテ多数 ノ結節形成 ガ謎明セラレノレガ、其ノ

組織陳ヲ見ルニ上記肋、腹膜 ノ夫 レト大艦同様 デ

中心部二亘態細胞ヲ有スル淡明細胞暦ヴ認 メ、此

ノ周園ニハ嗜肇基性圓形細胞ノ強イ浸潤 ガ見プ レ

～レ。之等結蔀闇ニハ結締織細胞ノ増殖及 ピ圓形細 ・

胞ノ浸潤 ガ見ラレ、又所 々二∫EOs加 二赤染セル

Fibrinoid物 質ノ沈着 ヲ認メ、關節腔内ニハ大小

種々ノ血清粉末ガ白血球及 ビ織維素二依ツテ包園

セラレテ居ル。

b)封 照實験例(K1α5日 目所見);關 節腔

内昌ハ溶解二傾クル血清粉末、白血球及 ピH乞m

ateXylin二 青染 毛ル織維素ノ析出ガ見 ラレx且 關

節壁絨毛ハ部分的二肥厚 シ、結締織細胞 ノ腫大増

殖、白血球及 ビ図形細胞 ノ禰蔓性 浸潤 ガ見 ラレ

ル。結締織織維ハ水暉様二膨化シ、 コノ中二血清

粉末ヲ嘱 さトシテ類淋巴球結節ヴ認メラレル。

E.氣 道内注射例

本群ハ血清感作乃至非感作家兎ノ氣道内二5%

血清粉末浮遊液3cemヲ 注射 セルモノデアル。

a本 實験例;

1)Nr.13。2日 目所見;鏡 槍スルニ病攣ハ竈

病猷ヲナシ、一部鵜 々禰蔓性 テナシテ居ル。結節

験病竈部昌於イテハ各肺胞腔ハ大小種 々ノ血清粉

末ニテ充満 セラレ、之 レテ園 ン≠白血球乃至輩核

圓彊細胞ノ滲出ヲ認 メ、又亘態細胞ノ形成ガ謹明

セラレル。1血清粉末ノ微細ノモノ程細胞要素ハ多

量 デ、大》ルモノハ肺胞腔二嵌頓歌二介在 シ壁細

胞ハ強ク歴迫 セラレ細胞ノ滲出ハ微量 デアル。禰

蔓性肺炎僚 ヲ至 スル部位昌於 テハ血清粉末ハ既二

溶解 シテ、各肺胞腔ハ織維素テ含 ミ、中二大滲出

細胞乃至多少ノ白血球 ノ滲萬ガ見 ラレ・肺胞閲質

ハ水腫様膨化ヲ示 シテ居ノ㌔ 毛細血管ハ輕度二i籏

張 シ、壁細胞ハ腫大淡染 シ周園二白血、王求ノ浸潤ガ

設明セラレル。

一一・5一

2)Nr.14.5日 目所見;散 在性二結節歌細胞

浸潤ヲ認 メ、此 ノ中核 ヲナス血清粉末ハ縮少溶解

シ、之 レ彦園ム軍核大細胞 ノ核ハ圓形、染色質二
ぎ

富 ミ、原形質ハ多量 デ室泡状テ呈 シ且叉融合性亘

態細胞ガ誼明セラレル。
も を

3)Nr.15.ユ1日 目所見;鏡 槍スルニ粟粒大乃

至米粒大ノ小結節テ認メ、其ノ小ナルモノハ所謂

類淋巴球 ヨリナ リ、大ナルモノハ其ノ中心部二風

大淡染 セル輩核大細胞 ヲ認メルガ結核結節ノ如ク

・爾麿ノ置別ハ明瞭デハナク、血清粉末ハ既二漕失

シテ唯E態 細胞二包園サ レタ淡赤染 セル顯粒歌物

質ヲ認メルニ過 ギナイ。結節部位二於クル肺胞間

質ノ弓勧 織維ノ覇 失 シ、反之嗜銀性繊糸筐ノ噌 加ノ

傾向テ認メルガ、各細胞間ニハ侵入 シテ居ナイ。
一方血管周園二於 クル圓形細胞浸潤ハ極メテ著明

デ結 節歌 ラ呈 シテ居ル。、

b)封 照實験例

1)Kll.2日 目所見;肺 病竈部ハ本實験 ト殆

ンド同様ノ撰ガ リテ示シ、鏡槍的二各肺胞腔内ニ

ハ大小段々ノ」血溝粉末ノ沈差テ認メ、之 レヲ園ン

デ少量 ノ白血球及 ビ軍核大細胞ヲ認 メルガ本實験

二比較 シテ輕度デ、而モ亘態細胞形成ハ弱 イ。周

園ノ毛細血管 ノ鑛張ハ可成 り著明、聞質結締織ハ

水腫様膨化ヲ示スガ、肺胞内二…漿液性滲出現象ハ

詮明セラレナイ。

2)K12・5日 目所見;鏡 槍 スルニ肺病攣ハ竈

病歌 デアルガ、其ノ撲 ガリ方ハ本實験 ヨリ寧 ロ禰

蔓性 デアルガ、血清粉 末ハ班二溶解シテ殆 ンド詮

明セラレナイ。各肺胞腔ハ白血球及 ビ輩核大細胞

二依ツテ充満セラレルガ、液臓成ハ微量 デv時 二

互態細胞形成 ガ見 ラレル。

周園肺胞腔ハ歴迫壱ラレテ無氣性 トナ ソ、血管

周團二於ケル圓形細胞 ノ浸潤ガ見 ラレル。

3)K等3・11日 目所見;散 在性二肺胞ヲ申心 ト

シテ結節歌細胞増殖ヲ認メルガ、專 ラ類淋巴球 ヨ

リナ坤 妙 量環 鰍 細胞癌 ジテ居ル。又血

管周園二圓形細胞 ノ浸潤ガ見 ラレ、加之随所二間

質ノ肥厚ガ見ラ レルo

F.艀 脈内反復注射例卜

本群ハ非感作家兎ノ艀脹内二血清粉末5%浮 遊

液3ccmヲ10日 ノ間隔 ヲオイテ3回 反復注射 シ、



實験全 日数30日 二亙ルモノデアル。

Nr・16・Nr・17.;肉 眼的二肺表面及 ビ割面ハ

肺炎陵テ呈 シ、上肺葉ハ限局性、下肺葉ハ禰蔓性

デ・肺臓ハ容積及 ピ硬度ノ増加 テ認メル。鏡検ス

ルニ各肺胞膣ハ濃厚ナル織維素一漿 液性物質デ充

満セラ坤 二白血球及蝿 核大細胞ノ遡 テ認プ

ルガ、量的二少ナイ、肺胞闇質ハ水腫様膨化テ示

シ濃厚ナルi漿液及 ピ圓形細胞ノ浸潤ガ見 ラレル。
ヤ

更二著明ナ攣化ハ大小 ノ血管腔ハ顯粒歌血清粉末

昌依ツテ充填 セラレ、其ノ細胞反慮ハ新魯二朦 ジ

テ可成 ゾ鰯 ガ見ラ〃ル。邸チ陳蓉ナモンノ・血粉

ヲ園ンデ輩核大細胞ノ結節様壇殖 テ認 メヤ中心細

胞ハ類上皮細胞様分化テナシ、少量ノ耳態細胞形

成ガ見 ラレル。新鮮 ト思惟 セラレルモノニ於 イテ

ハ白血球 ノ集籏ガ著明デ、且血管壁 ノ霧粗、膨化

等ガi澄明セラレ、肺胞内滲出現象 卜一定ノ關聯ガ

詮明セラレル。
の

皿・低温乾溜装置二依ヅテ乾燥固形化セル豚血

清粉末二依ル實験例◎ ・

豚血清ノ乾燥ハ永長式低温蒸溜器(15。0)中 ニ
ノ

3～4日 間灘置 セルモノデ、前記加温乾燥 セルモノ

ニ比較 シテ溶解 シ易久 又血清粉宋ノ運命ノ追求

ノ困難ナルタメニ少量ノ墨汗ヲ鞭ヘテ検i索ノ便二

供 シタ。 、

A.離 脈内注射例

本群ハ豚血清感作及 ピ非感作家兎ノ耳識脈内二

低温乾燥血清粉末5%浮 遊液1.5ccm注 射セルモ

ノデアル。

a)本 實験例 一

1)礼ILN.・.18.2日目所見;,肺 實質内二小血管

ヲ中心 トシテ散在性二亜粟粒大 ノ結節性細胞増殖

ヲ謬メル◎血管腔・泊 血球及 ビ輩核細胞テ容 レ・

血管内被細胞ハ腫大淡染 シ、血管周國ニノ・類淋巴

球 ノ浸潤ガ見 ラレル。此ノ結籔ノ中核テナス血清

粉末ハ殆 ンド溶解 シ、墨汁纈粒ノミ細胞闇隙又ハ
な

細胞原形質内二詮明 セラレル。

2)Nr・ 銘4HNEE卑;散 在督:二多歎 ノ微細

結節歌細胞浸潤ヲ認 へ 其 ノ中やノ血管像ハ不明

瞭 デァル。血管内被細胞ハ腫大感染増殖 シ、直接

血清粉末二接腸セルモノハPyk"ose二 陥 リ、白血

球 ノ出現ハ微量 デ而モ愛性崩解 二陪 ツテ居 ル。血

管外膜 ニー致 シテ短紡錘形細胞,類 淋巴球 ノ増殖

ヲ認 メ、白血球 ノ浸潤モ見ラレル、血粉ハ溶解 シ

墨 汗籟粒 ハ結節竈内ノ細胞内外二諮明セラレ、肺

胞内大輩核細胞ノ貧食作用ハ殊二著明デアル。

3)Nr.20.6日 目祈見;肺 實質内二多数 ノ結

節形成 ヲ認 メルガ、粟粒大 テ超エルモノハ少ナク`
形態ハ圓形 ノモノ少ナクー般 二不定型デアル。組

織學的構造テ見ルニ、腫大セル短紡錘形細胞 ヨリん

ナ リー部二亘態細胞ガ見 ラレル。又、之等二混 ジ

・ テ濃染核ヲ有 スル輩核細胞乃至嗜肇基性細胞及 ピ

白血球、淋巴球等 テ認 メルガ、其ノ配列ハ不規則

デ結 核結節ノ如 キ暦輪形成 ガ見ラレナイ。結節部

位 ノ彌力繊維ハ彊裂浩失 テ示 スガ嗜銀性織維ノ新

生ハ見 ラレナイ。 。、'

4)Nr.21。8日 目所見;散 在性 二肺胞間質及

tf肺胞腔テ中心 トシテ種 々ノ形態ヲ有スノL結節様

細胞増殖 ヲ認 メル。其 イ申心部ニハ淡明核 ヲ有 ス

ル少量ノ類上皮様細胞 テ認 メルガ、之ハ亘態細胞

飲 ヲナシテ墨溺 顎粒小塊ヲ園 ンデ居 ル。 コノ周園

ニハ類淋巴球及 ビ少量 ノ白血球 テ認 メル。結節竈

ノ弾力織維ハ減少シ、肺胞聞質ニー一致 セル部位ノ

嗜銀騰 維ハ増殖ノ傾向ノ屍 ラレ・漫 、増殖細胞

群中ニハ謎明 セラレナイo

b)拳 媛翼實験翻`

1)K賊2日 目所見;肺 小血管内昌白血球

二包マレタ墨汁籟粒 ラ認メ、之 レニ接鵬スル血管

丙被細胞ハ腫大淡染 シ、1毎管周園二圓形細胞 ノ浸

潤ヲ認 メル♂

2)K15.4日 目所見;肺 實愛中二小血管テ中

心 トシテ亜粟粒大ノ結節様細胞檜殖テ認 メルガ、

本貴験例二比較 シテ遙カニ鍛ハ少ナ イ。其 ノ結節

ノ嗅心部ニハ白血球及 ビ墨汁穎粒ラ鐙 明シ、血管'

内被及 ビ外膜細胞ハ活性化 シ、少数 ノ類淋巴球 ノ'

浸潤ガ見 ラレル。墨汗顯粒ハ結節 ノ細胞内外 二詮

明 セラレ、又結節 ト無關係二間質二調蔓性 二浸潤

シテ居 ル。'

3)K16・8日 目所見;散 在1性二微細ナ結節形

成ヲ認〆ルガ、之 レヲ構成 スル細胞要素ハ不規則

ナ形態テ有 スルFi>rO-hiStiezyttireZellenヨ リナ

リ、原形質内二微細墨汁顯粒テ設明 スル。然 シ白

血球及ピ淋巴球ハ微量 デアル。共 ノ他肺胞聞質二
,
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墨許癩 粒 ヲ撮取 セル翠核大細胞ヲ詮明 シ又肺胞腔

内二遊離 シテ居ル。

B肋 膜腔内注射例

本群ハ、豚血清感作及 ピ非感作 家 兎 ノ肋腔内

二5%血 清粉末浮遊液3cc飢 ヲ注射 セルモノデノ
の

ノレoY・

a)本 實験例

1)Nr.22・.2日 目所見;肉 眼的昌肋膜表面二

粟粒大 ノ黒次色結節テ設明 シ得 ル。鏡桧的二血清

粉末ノ大孚ハ溶解 シ、墨淋穎粒 ハ小塊歌ヲナシテ

結節中二纏 セラレ・雌 二多核白血球及ピ輩核

圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 メ、腫大淡染 ゼルFibro"hist

iozytEreZelleユ ハ 不規 則二配列 シテ居ル
。/

2)Nr.23,4日 目所見;肋 膜 表面 二墨 淵顯 粒

ヲ含 メル濃厚ナ血清粉 末ノ沈着 テ認 メ、白血球及

ビ圓形細胞 ノ浸潤 テ認 メ、其 ノ周園 ノ内被 細胞ハ

腫大淡染 シテ居 ル。

3)Nr.24j6、 日 目所 見1肋 膜 表面 二孚 月歌 テ

ナ セル結 節形成 テ認 メ、 コノ申 二大 小種 々ノ墨 汗

顯粒 ヲ含 メル粗大血清粉末 ヲ諮 明 シ、之 レ㌻園 ン

デ短紡錘形乃至圓形 ノ淡 明核 ヲ有 スル結締 織性組

織球 性紺胞 ノ増殖 テ認 メ、且 又墨 汗籟粒 テ貧食 セ

,ル軍核細胞及 ビ白血球 ノ浸潤 ヲ認 メ、周園 二毛細

血管 ノ新生 ガ見 ラ レル。直接』血清粉 末 二接鰯 ろル

細胞ハ愛 性崩解 シ、運態細胞形成 ハ不明瞭 デアツ

テ、上記加温乾燥血清例 二比較 スル ト細胞配列ハ

不規則 デ所謂暦輪形成ハ不明瞭 デアル。 嗜銀性織

維t・肋膜 下結糀 織中 二i稻々壇加 ノ傾 向ハ見 ラ レル

ガ、増殖 細胞問 ヘノ侵入 ハ不 明瞭 デアル。

b)封 照 列e

1)K17.2日 目所見2)K1&4日 目所 見;

肋 膜表面 ハ肉眼的 二全 ク4二滑 デ、鏡検 的 二肋膜 上

皮 細胞 ・腫大淡染 テ認 メルノ ミデ、細胞浸潤ハ奎

クii登明 セラ レナ イ0

3)K19.8日 目所見;肋 膜表面ハ漏蔓性 二肥

厚 シ、紡錘形 テナ セ7yFibro・-histiozyttireZellellノ

増 殖 溌主膿 トシ、 圓形細胞及 ピ白 血球 ノ浸潤 翠見

ラ レ、更 二毛細血管 ノ薪生 ガア リ、明 カニ器 化現

象 嗜 倣 ス跡 塑 ノセ・ 蜻 粉末 ノ'既二溶解 遇

汁顯 粒 ノミ沈着 シ、其ノ高度 ナルモノハ細胞 ヲ埋

洩 シテ居 ノ・。

皿・血清粉末灘脈内注射二於 ケル他 ノ諸臓器ノ

i攣化。

・耳静脹内二注射セラレタル血清粉末ハ肺循環系

統二於イテ大部分ハ沈着乃至捕捉 セラレ、此塵二

最モ著明ナ病攣テ惹起スルガ、爾飴ノ部分ハ更二

大循環系二移行 シ諸臓器血管内二沈着 シテ病饗ラ

起 ス。各臓器癒攣ハ概括的記述テ試 ミルコトニス

ノレO

a)本 實験例;心 臓二於テハ血管内被細胞ノ
の

腫大淡染等ノ活性化ハ毎常稜見 セラレ、更二著明

ナモノハ血管壁ハ膨化シFibrineidfi性 二近イ像

テ呈 シ、且血管ヲ中心 トシテ嗜盤基性細胞ノ」曾殖

二依 ル肉芽暉 ノ形成 ガ見ラレルガ、 ユレハ比較的

稀二爽見セラレル。更二特異的所見ハ加之、心筋

實質内二斑貼歌ノ痕痕竈 ヲ認 メ得ル黙デ アル。帥

チ心筋織維ハ萎縮 シテ細少 トナ リ、間質結締織細 ＼

胞ハ代償性二腫大淡染増殖 シ、所謂Myozytenノ

禺現モ見ラレル。又或部位二於 テハ類淋巴球 ガ聞

質二溺蔓性 二浸潤 シテ居ル。肝臓』於テハ 「ク」
ジ

氏星芒細胞ハ腫大壇殖 シ、圓形細胞 ノ結節歌浸潤
ぴ

ガ見ラレノk◎更二興味アノを所見ハ蓮績注射例デア

ツテ實質内二限局性デ境界ノ明瞭ナ結節テ認ノル

其ノ構造 ヲ見ルニEOsin二 赤染セルFibrizao'd物

質及 ビ織維素 ノ沈着ヲ認 メ、白血球及ビ圓形細胞

ノ寝 潤、樹紡錘形細胞ノ檜殖 ガ見 ラい病竈部ハ出

血性 デアツテ肝ノAnるrgie性 壊死 一一一致スル。

腎臓 二於テ〉、綜毬罐ノ核増加、時二Bowmann氏

嚢腔内二微量ノ漿液性物質ノ滲出ガ見 ラレ、又間

質毛細血管ノ腫大檜殖及 ピ圓形細胞 ノ浸潤分見 レ

ルガ輕度 デアル。脾臓 二於テハ漉胞ノ腫大、細網

細胞 ノ腫大、欝血等 ガ謎明 セラレル◎

b)封 照實験例;其 ノ病攣ハ本實験例==1*較

シテ輕度デアル。心臓、腎臓 二於 テハ血管内被細

胞 ノ活性化、肝臓 二於テハrク」氏星芒細胞 ノ腫大

増殖、時ニハ類淋巴球 ノ結節檬浸潤ガ見 ラレ、脾

臓 デハ欝血濾胞ノ腫大、細網細胞ノ活性化等 デア

ノレo

総括並ビニ考案

以上 ノ如 ク乾燥固形化血清抗原ノ1血行性再虞置

二依 ヅテ、諸臓器二於 イテ該血清粉末テ中心 トシ

'
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～

テ多数ノ結節乃至結節状細胞浸潤 テ認 メ得ルガ、

肺臓 二特 二著明二現ハ レ而モ抗原血清 ノ溶解性ノ

難易二依ツテ憎定 イ差異ヲ認 メ得 ルモノデアル。釦

加温乾燥 二依ル難溶性血清抗原ノ再虚置二際 シテ

見 ラレル初期攣化ハ血管内被細胞及ビ白血球性反

糠デアルガ後者ハ極メテ輕度 デアル。殆 ンド同時

二血管外膜細胞反患ガ見 ラレルガ、時間ノ経過 ト

共二内被細胞反慮 ヨリ活渡 トナ リ、後期 ノ組織憂

化 テ支配スル。血笥内被細胞ヲ主膿 トセル結節中

心部細胞暦ハ漸次淡明化 シ、核ハ楕圓形、稻 々Ch・

rρmatin二 乏 シク比較的原形質二富 ミ幼若類上皮

細胞歌テ呈 シ、之等 ノ融合 二依ツテ昼態細胞歌ヲ

ナスモノガ見 ラレル。 コノ淡明輩核大細胞ハ血清

粉末ヲ園 ミ又ハ此ノ中二侵入 シテ顯粒歌二崩解 セ

セメ・7漸次吸牧スル歌態ガ見 ラレル。一方血管周

薗昌於イテハ外膜間葉糸田胞二由來 セル類淋巴球ノ

増殖 ガ著明 トナ リ緻密ナ細胞暦タ形成 シテ血管鹸

ハ不明瞭 トナ リ結齢形成テ螢ムモノデアル。斯ク

シテ形成 セラレタ結節テ構威 スル細胞ノ暦輪的配

置ハ比較的大ナル血清粉末二見 ラレ、微細穎粒状
チ

デ容易二融解 スルモノハ類淋巴球結節ノ歌態二止

マリ・沖心部ノ類上皮細胞ハ殆ンド謹明セヲレナ

イ。結核結節二於テハ、細胞要素 卜共二弾力繊維

及 ピ嗜雛 雛 ノ糠 燗 題 け ノソ デアノげ ・

血清粉末結飾二於 テハ前者 ノ断裂滑失ガ見ラレル

ガ、後者ノ形成ハ殆 ンド設明セラレズ、時二細胞

原形質二粗大ナ嗜銀性顯粒歌物質テ認メルガ、之

レガ該織維ノ原基 ヲナスモノデアガカ否カバ断定

シ得ナイ。 一

励膜 ・腹膜及 ピ閥節ノ如 キ漿液膜系統 二於 テハ
更 二反慮バ著明デ、肉眼的 二明観 シ得 ル粟粒大乃

至米粒大ノ結節形成 ヲ認メ、特』腹膜昌於テハ肉

眼的二結核性腹膜炎ノ像 二酷似 シテ居ル。

然 シ之等漿液膜系統 二於 テハ同時 二滲萬性姓

モ認メラレルガ初期 二弱ク後期 二増張スル。。コレ

ハ溶解 セル血清粉末ニ ヨル反慈 ト解 ス ペ キ デア
き

ル。定型的結節ノ組織構造 テ見ルニ、申心部 二乾

酪攣性 ヲ想 ハセルFib血oid壊 死テ認メ、コノ憂

化ノ励 膜及 ビ肝臓漿液膜 二於テ最 モ著明デアル。、

コノ周園二、多数 ノ距態細胞テ有 スル淡明細胞麿

ヲ認メルガ、静脈内注射例ノ肺二見 ラ レル結節

ヨリモ遙カニ薯明二襲達 シ而モ霧粗 二配列 シ、原

形質ハ網状二蓮結 シテ、 ゴノ中二微細繊維状物質

ヲ認 メル、 コノ暦ハ更二緻密ナ淋巴球一結締織細

胞二依 ツテ園続 セラレテ、結核結節 ト酷似 シテ居

.ル。非定型的結節ユ於 タハ、類淋巴球乃至類上皮

細胞醸細胞ハ雑然 ト配列 シテ、一定ノ規則正 シイ

配列ヲ示サナイ、 コレ∴滲 出性攣化ノ高度二現ハ
び

レル關節二著 シイ。時ニハ肉芽組織 ノ増殖ガ見 ラ

レ、結節 ト不規則二混合 シテ居ル懐モ具 ラレル。

滲出性病愛ハ稻々逞 レルガ比較的念速二誘襲セラ

レ、血清粉末ノ溶解スル時期 卜一致 シテ居ル様 二

思惟セラレルδ組織學的二Fibrinイ 析出、白血

球 ノ浸潤、Fibrineid膨 化等 デ普通(液 歌)血 清抗

原使用例 ト全 ク同様 デ、殊二關節絨毛二著明二見

ラレ又關節腔内二織維素一偵 血球 ノ滲萬現象ガ見

フ レ ノレo

維氣道的再注射二依 ツテ肺臓ニモー定ノ病愛 テ

認メルガ、肺胞ヲ中心 トセ～レ結節形成 ヂ封照例 ヨ

リモ限局性 デアル。組織學的二所謂肺胞壁細胞及

ピ間質ノFibrO-histiozyttireZellenノ 壇殖性反感

ヲ主鐙 トスルモノデ、滲串性現象ハ輕度デアル。

然 シコイ結蔀形成ハ血行性再虞置例 ハモ トヨリ漿

液膜系統ノ夫 レニ比較 スルF非 定型的デアル6封

照 トシテ、非感作家兎二同量 ノ血清粉末ヲ虎置セ

鰍 趨 蔽鍵 二難藷 議 三血,
液乃至漿液中二溶解 シ去ル コトガ重要ナー因テナ

スモン ト考ヘラレル。灘脹内注射倒二於 テハ、血

清粉末活着部 ノ血管内被細胞Z腫 大増殖、血管周

園 圓形細胞 ノ浸潤ガ主膣 デ結節形成 ハ不明瞭デ

アル。漿液膜系統 デハ被覆上皮ノ腫大増殖、結締

織ノ水腫檬膨化及 ピ細胞浸潤 ノ程度二止 マル、然

シ關節二於 テハ、加之輕度 ノ類淋巴球結節乃至器

托現象ガ詮明セラレル。経氣道的再注射二依 ツテ

ハ肺胞テ中心 トシテー種ノ結節形成 ガ見 ラレル。
コノ際所謂肺胞上皮反恋ガ主胆 テナスモノデ距態

細胞モ見 ラレルガ多クハ溶解血清ノ作舶 二依 リ滲

出性病憂 ガ著明デアル。次二比較的溶解 シ易イ低

温乾燥固形化血清 二依 ツテ前記諸例 ト殆 ンド同檬
の

ノ病 墾 ヲ認 メ得ル ガ・仔細 二槍 スル トキハ多少ノ

差異 ヲ=獲見 スノ㌔
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即チ艀脈内再注射例 』於テづ、肺實質二血管ヲ

中心 トシテ結節形成テ認メルガ、血清粉末 ・・加温

血清粉末 ヨリ速カニ溶解スル傾向ガアリ、白血球
一織維素反慈ハ稚々増強壱ラレ、且叉類淋巴球ノ

類上皮細胞化ノ傾向ハ比較的弱ク、其ノ原形質ハ

疇盤基性テ帯 ピ、寧"所 謂嗜塵基性細胞二移行 ス

ル傾向ガ見 ラレル。

肋膜二於 ク'』ル結節デハFibro-histi。zy城reZelleR

ノ配列ハ不規則 デ圓形緬胞ヲ含 ミ寧ロ肉芽腫 ト看

倣ス・・キ組織豫 テ呈 シ、加之Allergio性 滲出性

病攣ガ比較的高度デアル。
ノ

斯クノ如 ク乾燥固形化血清二依ルA;1ergie性

反慮ハ増殖性病攣 ヲ主燈 トスルモノデ、難溶性血

清粉末デハ結節構造ハ結核結節ノ性格ジ具へ、易ド

溶解性ノモノ・・.依ツテハ寧ワAschoff氏i結 節二近

似スル檬汗思ハレル。鴨 トヨリ滲萬性病攣モ亦指

摘 シ得ルモノデ、通常ノ血清抗原二依 ル滲 萬性

AIIergie性 反旙iノ形態學的攣化 トノ間二i種々 ノ移

行型ガ設明セラレル。サテ此ノ固形血清抗凍二依

ノレAllergie性憂化ノ組織緩生、a就イテ考察テ加ヘ

タイ ト思 フノデアルガ、 コノ問題ヲ論ズルニ先立

ツテ比較 ノ意味 デ從來ノ血清AIlergie性 炎症 ノ組

織學的攣化ノ畿生機韓 ヲ槍討 シデ見 タイ ト思フ。

1914年RO副e教 授ハArthus氏 現象ノ組織學的基r

本的観察ヲ行 ツテ居ノをガ、其ノ成績ヲ要約 スル ト

1)鶏 血液感作海狼 ノ皮下a同 血液 テ再注射スル

トキハArthUS氏 現象ニー致 スル病攣ヲ認 メ、コノ

際血液中ノ赤血球 ノ吸牧ハ正常海狼二比較 シテ逞i

延スルコ トラ指摘 シ2)血 清感作能ノ腸間膜 二同

血清 テ再 ビ作用サセル時ハ、局所 ノ毛細血管ノ念

激ナ.ル血行停止 ヲ起 シ、其ノ周團昌血漿ノ ミヨリ

ナル所謂漿液停止帯 テ認 メ、白血球ハ壇加 シ、 コ

ノ液膿及 ビ細胞成秀 ハ血管外二滲出シテ、炎症性
ゆ

水腫 テ生ズル3)腹 膜二於テハ、充血、漿液及 ピ
き ま

Fibrinノ 析 萬 ヲ主鰹b,ス 非急 性漿液膜 炎 ガ見 ラ レ

ル ト記載 シ、Allergie性 反 慮 ノ 生 物學的意i義ハ

(有 害性)抗 原物質 テ局所 二把握 シ之 レヲ塵理タ ン
、

トスル生膿 ノ防禦反慮 ノ表現 デアル ト解 シ テ居

ル。此 ノ観察 ハ現代 イ「ア レル ギー」學設 ノ基礎 ラ

ナ スモノ デアル。其 ノ後Gerlaehノ ・更 二結 締織ノ

Fibrjnoid膨 化 ラAlleヱgie性 反慮 ノ重要ナ7Y組 織

學的表現ナ リ ト強調 シテ居 ルガ、其 ノ本質'・R6-

ssleで 見 解 二露 納 セ ラレル。EPチ 該攣 化 ・織 維素

ジ 含 メノ鰺 出液 ガ結締織 内二灘 セル歌態1・A1-
1ergie性 友 懸 ノ血 管障碍 二依 ル透 化性尤進 二原因

～

スル モノデア ルガ、此 ノ際Fibrin`ハ 輩純 ナル浸潤

デハナ ク、壁 調 テキタ セル結締織 ノ主動的吸牧}
へ

考ヘ ラ レルノ デアル。近年Klingeハ 更 二Allergie}

性 病 攣 ヲ系纐 勺二観察 シ之 げ3期 二剛 騒シテ居

ル。部チ初期 ハFibri且oid一 攣 性 ラ主腱 トスル滲 萬

性、i攣性 々愛化(ExsUdativ-degeneratiyeVer甑.

derung)デ ア リ、後期 ハ特異的肉芽腫形成及 ピ癒

痕形成 デアル。 氏ハ特 ニ コノ細胞 反慮 二重貼 ヲオ

気 該肉芽腫 ノ滲 繊性攣 化テ吸牧 修理 セン トスル

FibrohistiozytEreZelIenノ 反 慮 性増殖 デ、形態學

的 二原 形質 ハ嗜晦基 性 デアノレ黙 昌特色 ガアル ト云

ヒ又氏 ハ該肉芽腫 ノ構造 ハAschoff・ 氏 結節 ニー致

スルモレナ リ トシコ レハRheumatismu9/Allergie

登 生設 ノ穣擦 テナ スモノデアル。 邸チ從來 ノ見解

二依 レバAlleτgie牲i攣 化 ノ本質 ハ血管系統 ノ循環

障碍 二依 ル滲 出性過程 及 ピ、之 ご附随 スル増殖性
な

炎症 ド看微サレル。然 シ余 ノ實験成績 ヨリ見ルニ

固形化血清抗元二岳ルAllergie換 反懸 ノ組織學

的攣化バー吹的壇殖性=炎症 デ、其 ノ作用部位ユ依

リ血管内被、漿液膜上皮或 ハ所謂肺胞上皮細胞 ノ

反慮ヲ先駆bス ル結齢形成 ヲ主罷 トジ、 ・ROssle

Gerlach,Klinge氏 等二依 ツテ終唱 セラレル滲幽

性攣化ハ初期二極 メテ輕微 デ、血清粉末ノ溶解セ

ル後期二増強セラレノら 斯クノ如ク結節彬成ニモ

Allergie性 反慮ガ重要ナ～レ役割ヲ演ズル コbヲ 實

験的二定詮セル薫ノデ、此ノ紐 織 螢 生ハ從來ノ

Allergie二 關スル概念 ヨリハ解明 シ得ザルモノデ

アル。同一血清抗原ノ抗原∵抗禮反窓二依 リ液斌

デハ滲萬性炎症ヲ固形歌 デハ壌殖性炎症 テ惹起 ス

ルモノデ、此 ノ差異ハ抗環ノ物理的憧猷 二依ツテ

規定 セラレルモノ ト考ヘラレルノデアル。何故ナ

,レバ豚血清ハ其ぞ濃縮乃至乾燥固形佑二依ツテ奨

ノ抗元性及 ピ化學的性歌二大ナル攣化ヲ受クル ト

ハ考ヘラレナイカラデアル。次二根本問題 トシテ

斯カル抗原ノ物理學牲歌ノ愛化ハAllergie性 反懸

二、如何ナル影響ヲ及 スカラ考察 スルニ、第一二

考ヘラレル コトハ抗原抗罐反鷹ノ強弱デアル。紬

、 一一一9__



テノ化學反懸へ 液燧 ノ厭態二於テ最モ容易 デ、

固形厭態デハ反慮速度ハ極 メテ緩慢ナ コト・凋 知

ノ事實 デ・ コノ コ}ハ 固形i抗原ノ.AIIergie性反懸

ニモ云 ヒ得 ル ト信ズル、即チ血清感作動物二再注

射 セラレタ固形抗原ハ、局所 二於 テ容易二把握 セ

ラレ細胞 トノ接鯛部位 二於 テノミ抗原抗醗反慮ハ

行ハセ而モ抗原 ノ溶解二随ツテ徐々二途行 セラレ

ルタメニ其 ノ反磨速度ハ綾漫且持綾的デ組織細胞

テ崩解 セシメル程ノ強サニ達 シナイデ、寧ロ細胞

二形成的刺戟 ヲ與 ヘルモノ ト信 ビラレル
。吾々ハ

同一・刺戟 デモ過度ナル時ハ退行愛性 タ起 シ、適菖

ナル強サデハ進行性病愛ガ惹起 セラル ・コトハ屡

々経験 スルモノデAllergie性 反慮 ノ形態學的攣化

モ亦抗原抗膿反慮 ノ強サニ依ツテ規定 セラレル ト
ノ

信 ズル。Klingeハ 血清AUergie性 反慮ノ激烈ナル

時 ハ血管結締織系統 ノ滲串性攣性々攣化ガ惹起セ

撮翻鷲罐慰壁?膿嬰
め

居ルガ、 コノ事實ハ余 ノ此 ノ見解昌多 クノ示唆テ

與ヘル ト信 ズルモノデアル。Allergie性 反慮ノ組

織學的墜化ハ滲出及 ビ壇殖ノ南型二依ツテ表現 セ

ゾ レルガ、爾者ハ共 二抗原抗艦反慮二職 由スルモ

ノデアツデ、其ノ差異ハ反癒ノ強サニ依ツテ定マ

ル ト考ヘラレル6ノ

』ノ際結節形成 ニハ更 二抗原ノ異物作用モ重要

ナ要素 ヲナスモノデ難溶性血清粉末 デハ結核結節

二類似 セノ瀦 節ガ形成 セラレノげ 、易 溶性血粉 デ

ハ非定型的結齢ガ造 ラレル傾向ガ張ク叉溶解血清

デハ滲 出性病攣テ惹起 スルモノデ、結節ノ骨格ハ

其ノ異物作用二主因ヲ求メルノガ要當デアル ト思

バ レル。固形化血清抗原二依ル結節ノ組織爽生ハ

血管内被細胞、漿液膜或 ハ肺胞上皮等 ノ接鯛部位

ノ反鷹 ヲ先騒 トシ、之 レニ慮 ジテ組織球性防禦細

胞 ガi抗原ヲ中心bシ テ動員セラレタモノデアル ト

解 セラレル。非固形托血清 デハ抗原抗髄反慮ガ激

烈ナルタメ血管壁細胞 ハ強ク障害セラレテ血液 ノ

液髄成分ハモ トヨリ、細胞成分 モ亦血管外二漏萬

シテ滲 禺病攣ガi惹起 セラレルノハ當然 デアルoモ

脅 ヨリAUergie性 反慮 ノ生物學的意義ハ抗原 ノ形

態ノ如何二關 セズ、感作セラレタ生髄だ注射 セラ'

レタ抗原ヲ局所 二把握 シデ其 ノ傳播ヲ防止 シ、且

之 レヲ塵理セン ト冬ル防禦反慮デアヅテ、抗原ノ・

性歌 二癒 ジテ生饒 ガ最モ有利ナ組織反癒テ示スモ

ノデアルd

魏ッテ此 ゾ基礎實験 ヨリ結核症 ノ各種病型ノ組

織獲生テ比較 シテ見タイ ト思 フ。第一唱 問題 トナ

ルノ・ハ結核結節デアツテ、血行性結核再感染 二侠

ツテ肺臓二多数ノ粟粒結節ガ見 ラレル。其 ノ組織

像ヲ追求スル昌、血管腔ま沈着セル結核菌 テ園ン

デ白血球、繊維素物質力滉 ラレ、内被細胞ハ腫大

壇殖スルガi墜性崩解 シ、類淋巴球(血 管外膜細胞)

ノ檜殖性反慮 ガ最モ著明二現 ハ1レル。時間ノ経過

ト共 二中心部 ヨリ類上皮細胞二分化シ、最周園二

淋巴球ガ見 ラレ、中心部ノ乾酪墜性、結節 ノ鐸力

繊維 ノ漸裂清失 ト李行 シテ嗜銀性繊維 ノ形成 ガ見

ラレ・雌 …へ 定型的結節ノ構造 ヲ具備 スノ鵬 至

ル。此 ノ組織細胞ノ嚢生過程及 ビ構造ハ血清粉末

例 ト軌 テーニスルモノデ、総テノ(難溶性)固 形抗

原二共通的反窓檬式 ト思惟 セラレル。然 シ巌密ナ

ル意味二於テハ、固形血清結節 ト結核結節 トハ全

ク同・一・・■・ナルモノ ト看倣ス コトパ1出來ナイ、特工問

題 トナルモノハ前者二於テハ嗜銀性織維ノ形成ガ

見 ラレナイモノデ之ハ細胞ノ分化程度二依ルモノ

カ或ハ細胞性歌ノ差異 二依ルカバ今後二愛 サレタ

問題 デアル◎i次二滲串型 ノ問題デアノヒガ、結核菌

ノ漿液膜腔再感染 二於 テハ、滲田性炎症ガ見 ラレ

ルコ トハ余ノ先年 ノ實験 ヨジ明 ラカデ、一殻 二此
'イ組織ハ他ノ實質性臓器 二比較 シテ滲出性猛 テ

起 シ易 イモノデアル。然 シ血清粉末ノ再注射二依

ツテハ滲萬性炎症ハ見 ラレルガ、輕度デ増殖性炎

症 ガ高度 二現 バレル。 コノ事實 ハ如何ユ解繹スペ

キデアヲウカo余 ハコレモAIIergie性 反底 ノ張弱

二依 ツテ読明 シ得ル ト考ヘル、郎チ結核菌バ反慮

強ク、血清粉末ハ弱イモノデ、 コレガ理 由ハ結核

静 血 清粉末頴粒^比 較 シテ問題ニナラナィ程微

細 デ細胞表面二禰蔓性 二隊着、反慮 シ得ルカラデ

アル。然 シ血行性再感染 轟於テハ、結節形成 ガ見

ラ レルノハ組織ノ差異ハ勿論 デアルガ更晶菌自盟

ノ抗原性乃至毒力モ問題,ナ ル ト思 バ レル、Sch

warzハ 張毒牛型菌ノ血行性再注射 二依ツテ家兎肺
ゆ

臓 二滲 閏性肺炎ヲ惹起 セシメテ居{レカラデアル。

余 ノ見解 ヨリスレバ結核症ノ壇殖型及 ビ滲幽型
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ノ嚢生ニ ム110rgio反 慮ノ關與 スル コトハ明 ラカ

デ、此ノ差異ラ生ズル根本原因ハAlIergie性 反恋

ノ彊弱二依ルモノデ、i抗原i抗膿反慮ガ急激二行バ

レル時ハ滲禺型、徐 々二持綾的二行 バレル時ハ増

殖型 トナルモ/デ アル、尚該反懸ノ張弱ハ個盟 ノ

菟疫度、菌量乃至毒力及 ビ臓器組織ノ種別 二依ツ

テモ影響 セラレ♪レモノ ト考ヘラレル◎本澗題二就

テへ 教室ノ同僚諸看ガ研究中デ其ノ嘆績 ハ後 日

畿表ノ豫 定デアル。(本 研究ハ丈部省科學硫究費

二依ル)♂

結 論 ・

 4)  Schwarz,  Emphindlohkeit uul Schwindsucht 

1935

5)關:アレルギー 時報VII(昭 和16年)33'

6)新 保:北 海遣醫學雑誌 第15年1號2號(昭 和

12年)

第16年1號2跣(昭 和

13年 》

7)武田,新保:病理學雑誌20卷4號5號9號

(昭和17年)

21卷7號(昭 和18年)
'

(附 圖 省 略)　 ρ

1)加 温或ハ低温乾燥固形化血清粉末ノ血行性、

経氣道性、肋腔、腹腔及 ビ關節腔内再注射二依ル`

Altergie性 攣化ハ結節乃至肉芽腫形成 ガー次的二

現ハ 殊 滲 出性炎症ハ輕度デアル。・

2)定 型的結節ノ組織學的構造ハ中心部 ヨリ外方

二向ツテPibrinoid壊 死、亘態細胞ヲ存スル淡賜

細胞暦、類淋巴球、淋巴球及 ビ結締織細胞暦 ガ暦

輪歌二配列スル、 コレハ漿液膜系統藁著明デ、血
のぞ

行性デハ中心部ノ〆Fib加oid一 壊死テ鉄 キ、経氣

道性 デハ最モ不明瞭 デアル。又低温乾燥血清粉 末

デハ結節ハ非定型的 デ麿輸形成ハ不明瞭デ而モ滲

邸 生炎症ガ強ク現バ レル。
3)コ ノ結節ノ獲生 ハ固形化1血清ノ抗原一一抗髄反

慮及 ビ異物作用ノ共同的作用二露 セラレル。1

4)血 清Allergfも ノ組織學的攣化ハ其メ形1態的性

欺二依ツテ規定 セラレ液歌デハ滲萬型、固形性 デ

ハ増殖型デアルガ》前者ハ念激ナル抗原抗瞠反恋

二俵 リ、後者ハ該反慮 ガ比較的緩徐デ且持績的 二

行ハ レ、ルタメ ト思惟スノ㌔ ・

5)此 ノ見解ハ結核症 二於 ケル結節形成及 ビ滲萬

性炎症 ノ嚢生機韓ニモ示唆ヲ與へ得 ルモノ ト信ズ
〆

ノレ◎
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